
 1 

第６章 民主政治のしくみ 

□1 民主主義 

（１）民主主義とは 

民主主義の定義はいろいろある。アメリカ南北戦争中のリンカーンの演説にある 「人民の、

人民による、人民のための政治」 が簡潔に民主主義を定義していると思われる。現代におい

て民主主義が成立するためには、一般的に「国民主権と議会政治」・「基本的人権の保障」・

「法の支配」・「権力分立」の４つの原理が必要である。 

 

（２）直接民主制と間接民主制 

国民全員が集まってものごとを決める方式を（ 直接民主制 ）といい、国民主権の下では、

理想の政治形態である。古くはギリシアの都市国家で行なわれていた。現代でも、スイスのグ

ラールス州やアメリカのニューイングランド州などでは直接民主制を取り入れている。 しかし、

国家の領域が巨大になり、人口が増加して要求もさまざまになると、全国民が討議をすること

は不可能である。そこで、国民が選挙によって（ 代表者 ）を選び、その代表者を通じて間接

的に政治に参加するようにしている。このような仕組みを（ 間接民主制 ）または代表民主制と

いう。また、代表者による政治は、代表者が議会において政治の方針や政策を審議決定して

いるので、（ 代議制 ）とか（ 議会制民主主義 ）とも呼ばれる。 

 

（３）議会政治の原則 

①代表者の原則 

国民の選挙で選ばれた代表は、全国民の代表であって、選挙区の代表であってはならない。

それゆえ、選挙区の住民から命令や指図を受けることはない。 

 

②多数決の原理 

議会でものごとを決める場合には、最終的には（ 多数決の原理 ）が用いられる。多数決の原

理を用いるのは、数の多い方の意見がいつも（ 正しい ）からではない。議論をつくし、少数

意見をも尊重し、数の多いほうの意見に決めれば、みんなの納得が得られやすいからである。 
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□3 選挙 

（１）選挙権獲得の歴史 

日本で最初に行なわれた衆議院議員選挙は（ １８９０ ）年であったが、この時の選挙権は、

直接国税を（ １５ ）円以上納めている（ ２５ ）歳以上の男子に限られていた。このように、財

産によってその資格が制限される選挙を（ 制限選挙 ）という。しかし、（ １９２５ ）年に普通

選挙法が成立すると、納税額による制限は廃止され、（ ２５ ）歳以上のすべての男子に選挙

権が与えられた。さらに、第二次世界大戦後の（ １９４５ ）年には、女子にも選挙権が与えら

れ、年齢も（ ２０ ）歳以上になり現在に至っている。 

【主な国の普通選挙が確立した年】 

 日本 アメリカ ドイツ フランス イギリス 旧ソ連 スイス ニュージーランド 

男子 １９２５ １８７０ １８７１ １８４８ １９１８ １９３６ １８４８ １８７９ 

女子 １９４５ １９２０ １９１９ １９４４ １９２８ １９３６ １９７１ １８９３ 

 

（２）選挙の原則 

①平等選挙…すべての人の一票は同等の価値で平等に扱う。 

②直接選挙…自分で投票する。 

③秘密選挙…無記名で投票する。 

④自由選挙…本人の自由意思で投票でき、棄権も認められている。 

⑤普通選挙…財産による資格制限がない。 

 

（３）選挙区制度 

①小選挙区制 

一つの選挙区から（ １ ）名の代表者を選出する。選挙区が狭いので、有権者が立候補者を

よく知っているという長所があるが、一人しか当選しないので、（ 死票 ）が多くでる可能性が

ある。 

 

②大選挙区制 

一つの選挙区から複数名の代表者を選出する。選挙区が広いので、有権者が立候補者をよく

知らないという短所があるが、複数の代表者を選出できるので、（ 死票 ）が少なくてすむとい

う長所もある。それゆえ、小政党でも議席を獲得できる可能性が大きい。 
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③中選挙区制 

一つの選挙区から３名～５名の代表者を選出する。大選挙区制の一種であるが、一つの選挙

区から概ね３名～５名と定着しているのでこの名称が用いられている。１９２５年～１９９３年まで

の衆議院議員選挙はこの選挙区制が採用されていた（１９４５年の一回のみ大選挙区制）。 

 

④比例代表制 

有権者は投票用紙に（ 政党 ）名を記入する。そして政党の得票率に応じて議席を配分する

方式。国民の様々な意見が反映しやすいという長所もあるが、その反面、小党が分立して政局

が不安定になるという短所もある。 

 

（４）衆議院議員選挙と参議院議員選挙 

①衆議院議員選挙 

全国を３００に分けた小選挙区からの選出と、全国を１１に分けた比例代表区からの選出を並

立する（ 小選挙区比例代表並立制 ）を１９９４年から採用している。小選挙区では３００名、比

例代表では１８０名が選出される。 

 

②参議院議員選挙 

全国を１選挙区とする比例代表区選出と、都道府県単位で２～１０名を選出する選挙区制を組

み合わせた制度を採用している。２０００年の改正で、比例代表区は非拘束名簿式になってい

る。 

 

（５）選挙を公正に行なうために 

①（ 公職選挙法 ） 

日本の選挙制度の基本となる法律で、選挙の方法、選挙区、選挙運動などについて詳しく定

めている。 （ １９５０ ）年制定。よりよく選挙を行なうために何度も改正が行なわれている。  

１９９４年の改正では中選挙区制が廃止され、小選挙区比例代表並立制が導入され、２０００年

の改正では参議院議員選挙の拘束名簿式比例代表制から非拘束名簿式比例代表制に変更

した。また、２０１３年の改正ではインターネットを使った選挙運動が可能になった。 

 

②選挙管理委員会 

都道府県や市町村には、それぞれの選挙管理委員会が設置され、選挙人名簿の作成、立候

補者の公示、投票の管理など選挙を公正に行なうための仕事が行なわれている。 
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（６）選挙に関する問題点 

①議員定数の不均衡 

A と B の二つの選挙区があるとする。どちらも当選する議員の数は一人であるとき、仮に A の

地域の有権者数が１０００人で、Bの地域の有権者数が１００００人とすると、A と Bの地域では１

票の価値が異なる。このように、一票の価値に不平等が生じることを（ 議員定数の不均衡 ）と

いう。 

 

②政治資金の問題 

政治家や政党が政治活動を行なうために必要な資金を政治資金という。政治資金は、本来は

後援者や政党の党員などの拠出する会費や党費によってまかなわれるべきだが、日本では、

国民の政治に対する関心が低いため、会費や党費だけでは十分な資金が集まらず、企業から

の寄付金に依存する傾向が強い。しかし、企業による政治資金提供（政治献金）の目的は、こ

れらの企業が属する業界に対して、政治活動を通しての特別な利益の見返りをしてもらうこと

になり問題となっている。  

 

③投票率の低下 

衆議院・参議院ともに投票率は低下傾向にある。投票率低下対策として次のような対策を講じ

ている。 

投票率低下対策 内                容 

投票時間の延長 投票時間を午前７時～午後８時までと延長した。 

期日前投票制度 投票日に投票できない有権者が事前に投票できる。 

不在者投票制度 投票日に名簿登録地にいない有権者は滞在先の選挙管理委員会で投票できる。 

郵便投票制度 障害者手帳等を所有し、一定の要件に該当する場合は在宅投票ができる。 

代理投票制度 身体の故障が有り、候補者の氏名を書けない場合は、代理者が投票できる。 

洋上投票制度 日本国外の区域を航海し、指定船舶に乗船している船員はファクシミリで投票できる。 

 

 

 

 

 

 

http://100.yahoo.co.jp/detail/%E6%94%BF%E6%B2%BB%E7%8C%AE%E9%87%91/
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□4 政党のはたらきとしくみ 

（１）政党 

政治的理想や（ 政策 ）を同じくする人の集団を（ 政党 ）という。政党は政権を獲得して

政策を実現することを目指す。政党はその政治的意見を綱領や政策で公示し、選挙の時には

（ 政権公約 ）（＝マニフェスト）を示し、それらを参考にして有権者が投票する。 

 

（２）政党政治 

選挙で国民の信任を得た多数党の党首が（ 内閣 ）を組織し、政策を実施していく。この政

党を（ 与党 ）と呼ぶ。一方、少数党は（ 野党 ）となり、内閣の政治を批判し、行き過ぎを抑

える働きをする。このような政治形態を（ 政党政治 ）という。一つの政党だけで政権を担当で

きるような政党が二つあり、互いに与党・野党となって政権を取り合う形を（ 二党制 ）という。

一方、（ 多党制 ）というのは、たくさんの小さな政党が分立している状態のことで、単独で政

権を取れるだけの大きな政党がないために、いくつかの政党が結びついて（ 連立政権 ）作

らざるを得ないことになる。 

 

（３）保守と革新 

現状の社会システムを維持しようとする政党を保守政党、逆に現状の社会システムを壊して

新しいシステムを構築しようとする政党を革新政党というが、憲法改正に関しては、保守政党が

改憲を主張し、革新政党が護憲を主張している。 

 

（４）５５年体制の崩壊 

１９８９（平成元年）の参議院選挙で、自民党は結党以来、初めて参議院での過半数を失っ

た。その後、日本新党や新党さきがけなど新しい政党が増える中、１９９３年の衆議院議員総選

挙で自民党は単独過半数の議席を確保することができず、日本新党の細川護熙（もりひろ）内

閣（非自民連立内閣）が誕生した。これによって１９５５年（昭和３０年）から続いていた自民党に

よる長期政権は終わった。細川内閣は、政権交代可能な二大政党制の実現を目指し、衆議院

選挙に（ 小選挙区比例代表並立制 ）を導入し、日本の政治のかたちを大きく変えるもとを作

った。 
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（５）日本の主な政党 

【日本の主な政党】 

政   党 党   首 
議        席        数 

衆議院 参議院 合  計 

自由民主党（与党） 高市早苗 １９６ １０１ ２９７ 

日本維新の会（与党） 吉村洋文 ３４ １９ ５３ 

立憲民主党（野党） 野田佳彦 １４８ ３９ １８７ 

国民民主党（野党） 玉木雄一郎 ２７ ２３ ５０ 

公明党（野党） 斉藤鉄夫 ２４ ２１ ４５ 

参政党（野党） 神谷宗幣 ３ １５ １８ 

れいわ新選組（野党） 山本太郎 ９ ６ １５ 

日本共産党（野党） 田村智子 ８ ７ １５ 

その他 － １６ １７ ３３ 

議員定数 ４６５ ２４８ ７１３ 

 

（６）日本の政党政治の問題点 

①派閥政治 

党内の中に有力政治家を中心にグループができること。派閥争いで人事が決められることもあ

り、政治腐敗の原因の一つである。 

 

②族議員 

特定の省庁で政策決定過程に強い影響力を持つ議員。関係業界との関わりを深めていく中

で自分の利権を獲得していく。 

 

③世襲議員 

親や親族が議員である場合、その親や親族が引退したときに、その子らが選挙基盤をそっくり

譲られ当選した議員。 

 

④党議拘束 

法律案などの採決にあたり、議員は自分の所属する党の決定に従わなければならないこと。 
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（７）圧力団体 

特定の集団・組織の利益を守るために、政党・政府・議会・地方公共団体などの政策決定を

する組織に働きかけ、圧力をかける団体を圧力団体という。圧力団体は政党とは異なり、政権

獲得などは目指していない。また国民に対して責任を負うこともない。しかし、圧力団体の圧力

に政治が左右される危険性もあり、政治腐敗の原因にもなり得る。代表的な圧力団体としては、

経団連、ＪＡ全農、連合、日本医師会、日本遺族会などがある。 

 

 

□6 世論とマスコミ 

（１）世論 

政治や社会の問題に対して国民はそれぞれ様々な意見や希望を持っている。これらの意

見や希望が人々の多数に支持される一つの意見となった場合、これを（ 世論 ）という。世論

はいつも一つにまとまるとは限らない。ある問題に関して、複数意見が存在しているときは「世

論が割れている」という。 

 

（２）マスメディアとマスコミュニケーション 

マスメディアは新聞、ラジオ、テレビなどの情報を媒介する手段のことで、世論の形成に大き

な影響を与える。一方、マスコミは（ マスコミュニケーション ）の略で、大量情報を大量の人々

に伝達することである。 

 

（３）世論調査 

マスメディアや専門会社などによって、社会問題、内閣の支持率や各政党の支持率などに

関する世論の動きを知るための調査。世論調査の結果から多くの人々のおおよその考えを知

ることができるが、調査対象、調査時間、選択肢の内容、質問方法などの操作によっては、実

態とかけ離れた結果になる場合もある。それゆえ、世論調査を読むときは調査対象や質問方

法などをチェックする必要がある。 

 

（４）マスコミの問題点 

多くのマスメディアは広告主（スポンサー）からの広告収入により経営が成り立っている。そ

のため広告主を批判するよな報道はしないものである。一方で視聴率を上げるための番組作

りが強要されるので、必然的に興味本位中心の番組作りになってしまいがちである。そのため、
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視聴者は非常に特異な現象を普遍的な現象だと勘違いさせられている場合も多い。また、メ

ディアの報道により、個人のプライバシーが侵害されるという事態も増加している。 

 

 

〈〈〈 関 連 語 句 〉〉〉 

■法の支配…絶対王政時代の「人の支配」に対し、その後、イギリス・アメリカで発展した思想。

議会が制定した法には、政府・国王・国民の全てが従わなければならないということ。 

 

■拘束名簿式…有権者は政党名を記入して投票する。当選の決定は、政党があらかじめ作

成した候補者名簿の順位に従い、政党別の得票数に応じて当選者を決定する方式。 

 

■非拘束名簿式…有権者は候補者氏名または政党名のいずれかを記入して投票する。当選

の決定は、名簿登録者の得票数と政党名の得票数を合計して、候補者の氏名の得票数が

多い順に決定する方式。これにより当選させたい候補者を選ぶことができるようになった。 

２００１年７月の参議院議員選挙から採用されている。 

 

■ドント方式…ベルギーのドント（V. d’Hondt）が考案した議席の配分方式。日本の比例代表

選挙で採用されている。各政党の得票数を多い方から少ない方へ１、２、３、４というように整

数で割り、その商の大きい順に議席を獲得できる方法。 

【議員定数６人の場合－（獲得議席は A党が３議席、B党が２議席、C党が１議席となる）】 

 A党 B党 C党 D党 

得票数 ２１００ １５００ ９００ ６００ 

÷１ ２１００ １５００ ９００ ６００ 

÷２ １０５０ ７５０ ４５０ ３００ 

÷３ ７００ ５００ ３００ ２００ 

÷４ ５２５ ３７５ ２２５ １５０ 

 

■メディア・リテラシー…media literay. メディアが何を伝え、どのように伝えているか、また何を

伝えていないかなど、情報を正しく読み取る能力。 
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〈〈〈 参 考 図 書〉〉〉 

『中学社会 公民』 （平成２４年発行 教育出版） 

『中学総合的研究 社会』 （改訂版 平成２１年発行 旺文社） 

『中学社会 自由自在』 （改訂第２刷版 平成２５年発行 受験研究社） 

『シリウス２１ 社会中３』 （育伸社） 

『改訂版 現代社会用語集』 現代社会教科書研究会編 （平成２０年発行 山川出版社） 

『詳説 政治・経済研究 第２版』 藤井剛著 （２０１０年発行 山川出版社） 

「総務省ホームページ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


